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図 2. 手の動作の計測と電極位置 
 
3.結果と考察 
 手の動作の測定についての結果を図 3にまとめた。手の形を維持している間の図 3(a)











図 3. データグローブを用いた手の動作の計測 
灰色で表示された領域は手の形を維持している時間を示す。 
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